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問題１  

(1) 両辺を二乗して解き、−8 − 𝑥 > 0 の条件から 𝑥 = −9 

(2) 𝑙𝑜𝑔𝑎  
𝑥2𝑦3

(𝑦2𝑧)2 = 2𝐿 + 3𝑀 − 4𝑀 − 2𝑁 = 2𝐿 − 𝑀 − 2𝑁  

(3) 𝑦′ = −(3𝑥 + 2)(𝑥 + 2) より極値は 2つある。𝑥 = −
2

3
, 𝑦 = −

49

27
 と𝑥 = −2, 𝑦 = −3 

(4) 𝑦 = ∫(𝑥 − 1)(𝑥2 + 𝑥 + 1)𝑑𝑥 = ∫(𝑥3 − 1)𝑑𝑥 =
1

4
𝑥4 − 𝑥 + 𝐶 

 

問題２  

グラフは、𝑥 ≥ 1の領域で 𝑦 = (𝑥 − 1)2 + 1, 𝑥 ≤ 1の領域で 𝑦 = −(𝑥 − 1)2 + 1となる。 

グラフと直線の接線は、一つは、原点で接し、他の一点は𝑥 ≥ 1で接しているので、 

(𝑥 − 1)2 + 1 = 𝑎𝑥 が 𝑎の正の範囲で重根を持つ条件より𝑎 = −2 + 2√2となる。接点の座標

は𝑥 = √2, 𝑦 = 4 − 2√2 である。確かに𝑥 ≥ 1の領域で接している。 

 

問題３  

（１）円の方程式に直線の方程式𝑦 = 𝑘𝑥を代入し、この方程式 (𝑘2 + 1)𝑥2 − 8𝑥 + 7 = 0 

が異なる解を二つ持つ条件を判別式 𝐷で表すと 
𝐷

4
= 16 − 7(𝑘2 + 1) > 0 となる。𝑘 > 0の

範囲で解くと 

0 < 𝑘 <
3

√7
 

 

（２）２つの交点の𝑥座標をそれぞれ𝛼, 𝛽とする。解の公式を使うと𝛼 + 𝛽 =
8

𝑘2+1
と 

なり 、中点の𝑥座標は 𝑥 =
𝛼+𝛽

2
=

4

𝑘2+1
> 0 となる。また、𝑦 = 𝑘𝑥より𝑘 =

𝑦

𝑥
 となり 、

この 2つの式の𝑘を消去し、𝑥 > 0を使って式を整理すると (𝑥 − 2)2 + 𝑦2 = 4 となる。 

0 < 𝑘 <
3

√7
 より

7

4
< 𝑥 < 4、𝑘 > 0 より𝑦 > 0 となる。 

したがって、軌跡は、円の方程式 (𝑥 − 2)2 + 𝑦2 = 4 で範囲は 
7

4
< 𝑥 < 4、𝑦 > 0  

の部分となる。 


